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目的の一つである. そこで, この報告では,とくに工具すくい面に着目し,そこに働 く切削
応力分布がバーの作用により如何なる変化をもたらすか,を明らかにし,す くい面に働 く切
●前報 ｢単板剥ぎ取 り機械に関する研究 (ⅩⅩ) StudiesonVeneerCutingMachine(ⅩⅩ)｣は,長崎大
学教育学部紀要 -自然科学一 第66号 47-52(2002.3) に掲載｡
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削応力分布に及ぼすプレッシャバーの作用位置についての基礎的知見を得ようと試みた｡
2.実 験 方 法








供試材には, フィリピン産 レッドラワン(Shoreanegrosensis)の心材部 を用 いた｡ 既
報 1)I2)と同様に,それらを気乾状態(平均気乾比重0.51,含水率10.1- 12.5%)および飽水
状態(約 2カ月間水中に浸漬 し,水中に沈んだ状態)に調整 したのち,供試 した｡
切削方向は,Fig.2に示すように,板目面の構切削または柾目面の横切削であり,実験の
























切削抵抗の測定と同時に,八角形弾性 リング荷重装置 (同装置中に試験片が固定されている)か ら,バーによって披
削材に加えられる分力とバー作用下の工具によって被削材に加えられる分力との合成された力が,切削方向と平行な
方向の分力および切削方向と垂直な方向の分力としてそれぞれ検出され得る｡切削中に,これらの合成された分力は,
2方向の分力とも比較的変動はあるが,T2のPcがBkより充分長い一種の通常工具で切削 したときの測定値 と比較 し
て,統計的に同一とみなし得るはずである｡ しかし,前述のような場合には,通常=具による測定値と有意差のない
測定値の範囲から大きくはずれることになる｡ したがって,そのような場合の測定値は削除し,T2を再研磨あるいは













































れ 2 -1mmのときのcT, Tを表 し,また,べき指数βq(-β▲､--1), βT(-βF11)は,それ
ぞれPの変化に伴 うO, Tの増減の程度を表す(ただし,係数 au, aTをそれぞれ一定にし
て考えた場合)｡実験条件ごとに, これらの係数などを(2)式に代入 して,TabJe2に要約 して
示す｡
同表によれば,(2)式の係数aoおよびaTは,切込量 tの増加に伴いいずれの場合 も増加 し
ている｡ これは,すくい面上の任意着目位置でのUおよびTがいずれも増加することを意味
する｡ また,同一のtについて考えると,係数aJは飽水材より気乾材で大きい値を示すが,
αTは気乾材,飽水材の両場合でほぼ等 しい値を示 した｡一方,べき指数βoまたはβTは, い
ずれの条件下においてもほぼ等 しい値を示 し, しかもそれぞれの条件の下でβ｡≒β丁と考え
42 杉 山 滋
Table2.Changeofnormalstress(q)and frictional
stress(T)with changeofdistanceoftool
R⊥ rakefacefrom tooledge(β)･. .'(ヽ _･ .I-t .,
Fig.2. Cuttingdirection.
Workpiece i (7 T
condition (kgf/mn2)
Water-saturated 3 0.18β ~0-77 0.12B 一0-815 312 ~ -69 5LZ一0.83
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Table3. Ratio of stresses actlng over




condition raq ra, rβq rB,
Water㌧saturated 3 1.4 1.3 1.0 1.15 7 09
































面に働 く切削応力分布を測定 した｡それらに関 して,つぎの基礎的知見を得た｡
(1) バー作用下でのすくい面に働 く切削応力 (垂直応力Uおよび摩擦応力 T)は,バーの
作用 しない場合と同様に,刃先から単板離脱点にいたるすくい面の距離 Pの関数として,(2)
式のように表すことができる (Table2,Fig.4)｡
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